
令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 京都府 】  

学校名【 京都府立須知高等学校 】 
        

＜スポーツ庁テーマ＞   

１実践テーマ 【Ⅱ、Ⅴ】 

２実施対象者 京都府立須知高等学校 

１年：５４名、２年：５７名、３年：６０名 合計１７１名 

京丹波町立中学校ホッケー部員 

兵庫県丹波篠山市立篠山中学校ホッケー部員 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（       ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（  部活動  ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４目 標  

（ねらい） 

１ 生徒一人一人にスポーツの価値を気付かせるとともに、生涯ス

ポーツの基盤を養成する。 

２ 障害者スポーツ等のボランティアに積極的に参加することで、

自己肯定感を醸成させる。 

 

５取組内容 １ 小・中学生ホッケー教室（中高連携事業） 

（１） 日 時：令和２年11月23日（月・祝日） 

午前９時から午後４時まで 

（２） 場 所：グリーンランドみずほ ホッケー場 

（３） 参加者：京都府立須知高等学校ホッケー部員（25名） 

       京丹波町立蒲生野中学生（13名） 

兵庫県丹波篠山市立篠山中学校生（３名） 

（４） 内 容：口丹地域内にある中学校・高等学校ホッケー部に所           

属する中学生、高校生。また、隣接県中学校ホッケ

ー部に所属する中学生を対象に、中学生の11人制

ホッケー競技大会に向けての強化練習会を実施し

た。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

２ 京丹波町内の清掃ボランティア活動 

（１） 日 時：令和２年12月８日（火）午後１時から同３時まで 

（２） 場 所：学校周辺 

（３） 参加者：生徒会、体育系・文化系クラブ員 

有志ボランティア （81名） 

（４） 内 容：今年度の事業を締めくくりとして、学校周辺の清掃

活動を行った。日頃たいへんお世話になっている近隣の皆様

に対し、清掃活動を通して感謝の意気持ちを表すとともに、

自らの手で綺麗にすることで達成感や自己肯定感を培い、ボ

ランティア活動をすることの大切さを学ぶことができた。 

 

６主な成果 

 

 今度は、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、計画通りの活

動に取り組むことはできなかったが、地域のスポーツとして振興し

ているホッケー競技で実施した中学生と高校生の交流活動は、スポ

ーツの価値を理解するとともに、スポーツに対する興味や関心を一

層高め、地域のスポーツ振興・発展に貢献することができた。 

 また、ボランティア活動を通して地域の一員としての自覚を高め、

達成感や充実感を得ることで、自己肯定感を高めることができた。 

 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

 中高連携事業では、京丹波町立中学校と日程調整が困難であった

ことから、近隣県の兵庫県篠山市立篠山中学校ホッケー部員にも参

加を呼びかけた。地元中学生に京丹波町以外の中学生との交流の機

会を設けることとした。 

 ボランティア活動は、クラブ員全員に呼びかけることで、多くの

生徒が活動に参加した。 

 



８主な課題等 今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う臨時休業の長

期化により、生徒の学びを保障するための学校行事等の見直しがあ

り、中高連携事業の日程調整で苦慮した。中高連携事業については、

多くの中学生が参加できるよう日程調整を早期に行う必要がある。 

９来年度以降の

実施予定 

 来年度以降もこの事業を活用し、京丹波町内で開催されるスポー

ツの大会にはボランティアとして運動部員全員が参加できるよう

継続・発展させていきたい。 

 

 


